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（1965 年9 月27 日受領）

は じ め に

我が国における 異形吸 虫類 の 研 究は 最近頗る 活発 と

なり，その分布状況 も次第に 明かにされて来 つ つ あ る

が，千 葉県 下においては，そ の分布はいまだほ とんど知

られてい ない 。

著者らは最近千葉県下において，j 韲だigon加 心 夘 加一

乎7wぷ，　Heteroがびes　heterophyes　var．
。。g

肖 お よびPygidiopsis

　siμurna が， 可成 り濃厚に 分布している 地

域を見出し，その感染経路 についても明 かにしえ たと思

われるので以 下に報 告する。

調査対象および方法

調査地域は第1 図に示し た如く，市原市五井町お よび

夷隅郡岬町で，前者 は東京湾 に面した養老川の川 口に位

置し，後者は丁度その反対側 の大平 洋岸に面し夷隅川の

河口に位置している ．調 査は1960 年から1962 年の間に

行 なわれた．

調査対象は五井町 で は 某 会社職員お よ び そ の 家族979

名で，岬町では一般 住民826 名であっ た．

調査方法は先ず セロノヽ ン厚 層塗 抹法を用いて検便を実

施 し， 特殊虫卵 の同定 確認にはAMS －Ⅲ 法遠心沈澱集

卵法を行 なっ た．

駆虫にはカマラを用い た．すなわち，成人には空腹時5g

づっ20 分お きに2 回 計10g あたえ，そ の2 時間後

に下剤として芒硝20g を多量 の 水に溶かして 与えた，

下剤投与後4 ～6 時間 の排 便は す べ て 同一容器に と

り，これを水洗濾 過して排 出虫体を集 めた ．

採集した虫体は直 に70％アルコールで固定後，ヘマト

第1 図　千 葉県略図

キシリン染色を行なっ た．

感染源 の調査としては両地域で もっ とも食用されてい

る ボラ（昴 可丿I　cephalus£．）を検査し，これに寄生 する

メタ セルカリアは 犬に与えて そ の 虫卵お よび 虫体 をえ

た．
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第1 表　千 葉県 五井町某 会社職員 の検 査成 績（1960～1961 年）セロノヽ ン法1 回

年　齢　 性20

歳　男U
上

儂

転入 者　　19 歳以 下

計

晉 儂

県 内者　　19 で以 下

計

総　 計

検 査 人 員　　 蛔 虫 卵　　 鉤 虫 卵

232
187
388

807

55

79

38

172

979

7

10
21

38
（4．7％）

3

n

6

20

（11．6％）58

（5．9％）

（3

16
n

2

29

5 ％ ）

19

20

5

44

（25．5％）
－

（7．4％）

東毛卵

4

6

2

12

（1 ．4％）

12

19

1

32

（18．6％）44

（4．4％）

鞭 虫卵

26
17
28

71
（8．7％）

14

7

5

26

（15．1％）
－

97
（9．9％）

異形吸 虫科卵

51　（21．9％）13
（　6．9％）10
（　2．5％）

74
（9．1％）

12（21．8％2
（　2．5％1
（　2．6％15

（8．0％）

89
（9．0％）

ナナ条虫卵

0

0

6

6
（0．7％）

0

0

0

0

6
（0 ．6％）

第2 表　千 葉県夷隅郡岬町に於け る寄生 虫の調査成 績　セロノヽ ン法1 回検査成 績（1962 ）

内　訳　　　 被検数　　 蛔虫卵　 鉤 虫卵　　 東毛 卵　　鞭 虫卵　　
（

渥 劣 翼 气
）

学　童

成 人 袰

総　 計

症 例

虫 卵（mm ）

健康状態
駆虫剤（カマ ラ
下　剤（芒　硝

お4 訌

副t

後1

（E ．

〔A ．

作 用

検 便（2
：．p．g．）

り

jj）

吸 虫＊

吸 虫

1 日 目）

M ．S．Ⅲ 法による〕

271
260
295

826

43
18
23

84
（10 ．2％）

79

152

196

427
（51．7％）

36
37
63

136
（16 ．5％）

16
19
23

58
（7．0％）

第3 表　 異 形 吸 虫 科 虫卵 陽 性 者4 名（転 入 者）の 駆 虫 成 績

1

0 ．014 ―0 ．017

×

0 ．022 ―0 ．029

良

10　gr 。　（2 分 服 ）20　gr

－
1　77　　　　 、0

77

腹 痛（ 排 便 後 治 癒 ）0

2

0．013－0．019
×

0．022－0．032

良

10　gr．　（2 分 服）20

gr ．

4

28

32

－
0

23
30
13

66
（8．0％）

3

0．015―0．019
×

0．025―0．032

良
10　gr．　（2 分 服）20

gr－
0

20

20

（23）横川吸 虫卵

＊ 有害 異形吸 虫

五井 町に おける 検査成績は 第1 表に示し た如 く， 検

査 した人員は979 名 で， その うち 蛔虫卵陽性者は58 名

（5．9％），鉤虫卵73 名（7 ．4％）， 東洋毛様線 虫卵44 名

（4．4％）， 鞭虫卵97 名（9 ．9％），異形吸虫科 虫卵 （メタ

ゴニムス虫卵または有害異形吸虫卵）89名（9．0％）お よ

び矮小条虫卵6 名（0 ．6　％）であっ た．

ここにメタゴニムス虫卵 と有害 異形吸虫卵 の両種 をま

とめたのは，両種混合寄生が多く，検 便のみでは個々の

正確 な数をあげることができなかっ たためである．

4

0 ．014－0 ．018
×

0 ．023―0 ．031

良
10　gr．　（2 分 服 ）20

gr ．

2

4

6

－
0

一 方岬町住民名の検便成績は第2 表 に示 した如く，蛔

虫卵陽性者は84 名（10．2％）， 鉤虫 卵 の そ れ は427 名

（51 ．7％），東洋毛様線 虫卵136 名（16．5％）， 鞭虫卵58

名（7 ．0％）および 異形吸虫科虫卵 （主 とし てピギジオプ

シ スの虫卵）66名（8．0％）であっ た．

この成績は先の五井町 のそ れと比較すると鞭虫卵を除

けば，他の腸管寄生線 虫卵 は一般 に高率で，特に鉤虫 の

寄生率の著しく高いこ とが注目される．

なお岬町では 異形吸 虫科 の 虫卵と しては， ピ ギジ オ

－

●



2

4

［写真説明］ 駆 虫によつてえた虫体（ヘマト キシリン 染色）1 ． 有害異形吸 虫 召ご岶句）ゐ尹s 加／mが・伽肖var
．　nocen∫（五井町）2 ． 有害 異形吸虫 の腹吸盤生 殖盤 装置にみられるキチン桿 をし めす　3 ． 横川吸

虫j かたigonm。is　y・。畆卯7u ／（ 凵｜＝：町）4 ． 前腸 異形吸 虫Pygidi ・ゆ臨g 。una　（岬町）
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第2 μ｜　人体より駆虫によつてえた 巧・がぶりー

μ心SX£mmとZの成虫（模式腹面図）

プシスの虫卵一種が確認されただけで，メタゴニムス虫

卯および異形吸虫卵は見出されなかった．

（2）糞便内にみられた異形吸虫科卵の形態について

虫卵のみで，その種別を同定することは困難であるこ

とはいうまでもないが，五井町の検便においては大小二

種の虫卵が発見され，後述の駆虫によって得られた成虫

から，大きい虫卵はメタゴニムス虫卵小さい方は有害異

形吸虫卵と確認された．

駆虫の結果，それぞれ単独寄生者と判明した人の糞便

内虫卵の特徴を示せば次の如くである．

すなわち，メタゴニムス虫卵はその大きさ15～19μ×25

～32μ（17×29μ）で，淡黄色を呈し， 卵殻は前端より

後端に廻ってやや肥厚し，後端にはコンマ状結節がみら

れた．肝吸虫卵の如く小蓋結台ヽ部には肥厚ないし突出

はなく，小蓋と他の卵殻とは同一線上にみられた．

有害異形吸虫卵の大きさは14～17μ×22～29μ（16×26

μ）であり， 色調は黄褐色を呈し， メタゴニムス虫卵

よりやや小さく，その形も幾分細長い楕円形を呈してお

り，両者の鑑別は割合い容易と思われた．しかし両種混

（580 ）

爬寄生 例の糞便内虫卵では 約その10 ％前 後は いずれと

も決 めかねろ虫卵 があっ た．

岬町の 住民 から見出されたピギ ジオプ ジ スの虫卵は大

きさ11 ～14μ×20～26 μ（13×23μ）で， 有害 異形吸 虫卵

よりさらに小さい． その形は 肝吸虫卵に 類似 し，yJ 蓋ヽ

のあ ろと 二ろ はやや狭小とな り，他端は鈍 円に終っ てい

る．

しかし， 小蓋縁 の 肥厚はなく 同一卵殻線上 に みられ

た． 後端部 は卵殻 はやや肥厚し，小突起がみ られた．ま

た卵殻 は平滑 で亀甲様紋理はみらわな かっ た．

（3）駆 虫によっ て得られた メタゴニム スおよび有害異

形 吸虫の形態

五 井町 の被験者のうち，予 め有害 異形吸 虫卵のみられ

た者1 名（症例1 ）， メタゴニ ムス虫卵 のみられた者1 名

（症例3 ） および両種吸虫 が混 合してい た青2 名 （症例2

，　4） 計4 名 にカマラ を用いて駆虫 を行なっ た．その結

果 は第3 表に示した如く，症例1 からは有害異形吸虫の

み77 虫， 症例3 から は メタゴ ニム スのみ20 虫， 症例2

お よび4 からは有害異形吸虫 が4 虫，2 虫， メタゴニ

ム スが28 虫，4 虫とそれぞれ排出 された．

これらの虫体を固定染色後，その形態 にっ き詳細に観

察した． その結果は第4 表に示 した如 くで， メタゴニ ム

スとして述べてきた吸虫は虫卵お よび成 虫の大き さ形態

からいっ て明 かに 横川吸虫j か友x卯，山 川x廴y。昂即7c缶

であっ た．

また有害沢形吸虫 として得ら れた虫体の形態は次の如

くであった．

虫体は内身 小皮棟でおお われ てい るが， 特に 体前部 に

密である． 休中央部には著 大な筋肉質に 富 ん だ 腹吸盤

と， その左側に接して特 有の生 殖盤 装置がみられ， 二れ

には針状の キチ ン桿が56 ～69 本（平 均60 本）規 則的 に放

線状に配列してい るのが認 められた．

キチ ン桿の形態 をさらによく調べると，その先端 が4

～5 本の短隷に分枝してい るのが明 かに認められ た．

卵黄巣は小塊状 をな して体後端 部両側に配列してい る

が両側の卵巣の連絡は みられなかった．

我が国で みられ る 異形吸 虫は 人 体から 見出 されてい

るHeterophy ・es　heterophyes　var．　noccns　Onji　et　Nishio，1916

とHeterop 勾 心katasradai　Ozaki　et　Asacla，　1925

の2 種が ある が， 今回千葉 で 発 見された 異形吸虫はそ

の構造，大 きさ， あるい はキチン桿の数お よび形態 など

から判新して，有害 異形吸 虫Heterop 句 心 加だrophyesvar

．　noaり，xと同定す るのが妥当と考えられ る．
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（4）駆 虫に よっ て得られ たピギジオ

プ シスの形態

岬 町 で 異形 吸虫科 の 虫卵陽性者8

名 にカマラを用いて駆虫 を行なっ た と

こ ろ，4 名 から6 虫 の小形 の虫体がえ

られた．実際の排 虫者はもっ と多 かっ

たと思われる が，余 りにも本虫 が小形

のために，恐ら く虫体採集の際そ の一

部を見お とし たものと思われ る．

採集後5 ％ホルマリ ン固定に よる虫

体の大き さは，　240～390 μ×460 ～750・

μ（311X620 μ） ときわめ て 小 さ か っ

た．

全身に は小皮 棘が密生し， 特に体前

半に多い． 虫体の形は 体の前 半部は菲万

薄 でそ の体幅が狭い が， 体後部は広く

鈍円 をなしている．

ま た，背面は著しく隆 起して舟底状

を呈して その た め 腹面 は 陥没してい

る．

食 道は長く，腸管 の分岐 点は体の略

中央 にある． 口吸盤は 漏斗 状を呈し 大

き さ50 ×51 μ であ る． 腹吸盤は 体の

中心部 よ りやや下方 にあリ，大 きさ47

×56 μ であっ た．

生 殖盤装置は腹吸盤 の右前方に接 し

て位置し， 大 きさ28 ×49 μ で楕円形と

を呈してい た．

睾丸は 後体部の後端左右に1 対 なら

び，卵巣 はほぼ球形をなし て左 睾丸 の，

前方にあっ た．

卵黄巣 は後体部辺縁両側にひろ がっ・

てい た．

その他 の臓器につい ては後 体部 には

虫卵が充 満していたた め，細 かい観察

はで きなかっ た．

以上 の所 見は 恐 が ぷりisis　sun・x・la，Onji

et　Nishio，　1916のそ れとよく一致

してい たので本種 と同定 するのが妥当

と考 えられ た．

（5）感染 源としての ボラの検査成績

五井 町の某会社職員 の住宅 は丁度養

老川 河口埋立地近くにあ るせい か， ボ

｜

｜

ゝ
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第5 表 巧g 法砂臨jlX刀μna　感染者及び感染

犬よりえた虫卵の計測値

＿二 悪 匸0

．020

．021

長　 ．022

．023

径　 ．024

．025

．026

0 Oil

2 （1 ）1

（2 ）2

（2 ）1

（1 ）1

短　径

012　 。013　。014　。015

1（2 ）

5（3 ）　23

（3 ）　33

（9 ）　71　

5

1　　　2

1　　　2

．016　Total

3　（　4）8

（6 ）10

（8 ）13

（19 ）8

（n ）5

（　2）3

（o ）

Total　7（6）　15（18）21（14）　7（7）0（4）　0（1）　50（50）

（　）内は犬の便 からみい出 された虫卵数

人　0 ．011―0．014　mm　X　0．020　―0．026　mm

町 ：0．013　mm　町 ：0．023　mm

T ：0 ．0015　　　　7　：　0．0033

犬　0 ．011　―0．016　mm　X　0．020―0．025　mm

Aj　：　0．013　mm　jf　：0．023　mm

T ：0．0013　　　　7　：　0．0019

X・弌 虫　 体

これ以外 にはい まだ確証はえていない．

また他方岬町におい ても春 秋の季節には， ボラを好 ん

で生食する習慣のあ るこ とが明かと な っ た． そこで岬

町を流れている夷隅川産 ボラ3 匹 を検査した ところ，2

匹に異形吸虫科の メタ セル カリアと思 われるも のを多数

認 め， これを約5 ，000　＝i，　1 匹 の成犬 に与 えた ところ，

約2 ヵ 月後に先に人の便 から みら れたと同じ虫卵が多数

見出された．約3 ヵ月後に剖 検の結果， その小腸から12

虫の成虫がえられ， 検査の結果， 巧 が 石印 示 夕umm どZ

と同定された．

こ のことから当地域に住む住民 の感染 は， ボラの生食

に より感染 することは略まちがいないこ とが明かとなっ

た．

論　　 議

千葉県市原 市五 井町の某会社職員お よびそ の家族 の検

第6 表　岬 町にお ける 巧・gidiopsis　sumかzα 感染者の駆 虫及び感染犬（113 囗）

よ り得 られた虫体の計測値（mm ）

囗 吸 盤 咽　 頭

1 ． 人0 ．51×0 ．28　0．052×0 ．048　　0 ．034

腹 吸 盤　　 生 殖 器 装 置

－　 －

卵　巣 睾丸　右 睾 丸　 左

0 ．043×0 ．039　0．120×0 ．065　0．110X0 ．050

2 。 犬O 。48×0 ．24　0．050×0 ．043　0．031×0 ．027　　 －　　0 ．036×0 ．025　0．040×0 ．038　0．100×O 。056　　 －←一一一

3．犬0 ．75×0 ．38　0．050×0 ．056　0．042×0 ．033　0．052×0 ．043　　・－一一
4．犬O 。64×0．35　0．050×0 ．052　0．039×0 ．037　0．051×0 ．051　0．065×0 ．032

ラを入手 する 機会が 多 く， ほ とんどの人 が このボラを

“ あらい ”あるいは他の方法で食 べてい ることがわかっ

た．

した がっ て本地区 の有害異形吸 虫は，恐 らくこの ボラ

から感染 するのではないか と想 像される．またこの地区

住民の 横川吸虫の感染 であるが，こ れらの虫卵陽性者の

銛 では， ボラ以 外の淡 水魚はほ とんど生食 したことがな

い とい うこ とであっ た．横川吸虫 の最 も主 要感染 源であ

る と思 われる アユは養老川 の 上流 では 捕獲 されて いる

が ， 河口近くでは ほ とんど こ れを とるこ とは ない とい

う．

また著者 らの一人板 橋は，自 から五井町 の料理 屋で出

されたボラのサシミを試食し たところ，そ の2 ヵ月後の

検便 で異形吸虫科の虫卵を認 めたので， カマラによ り駆

虫し たところ小形 の虫 体を えた．そのうち3 虫は有害異

形 吸虫，他 の4 虫は横川吸 虫と同 定された．恐 らく横川

吸 虫の感染はこの ボラ から きたものと 考え ら れ るが，

－ 0 ．133×O 。065　0．125×0 ．0670

．100×0 ．078　0．122×0 ．070

便 で， 蛔虫卵5 ．9％， 鉤 虫卵7 ．4％， 東 洋毛様線虫卵4

．4％，鞭虫卵9 ．9　％お よび 異形 吸虫科卵9 ．0％の陽性

率がそれぞれ認 められ た．

ここで特に注 目されるこ とは， 異形 吸虫科卵陽性者 が

蛔虫卵や鉤虫卵の陽性率に比して高い ことである．

しか もこ の検査 はセロノヽ ン厚 層塗抹 法によっ た もので

あ るが，従来本法では小形吸 虫卵 は検出され難い と思 わ

れがちであっ たが，熟練者 が慎重に 検査すれば，充分検

出 しうることが明 となっ た．

横川 ら（1963）は先に横川吸虫卵のAMS －Ⅲ 法 とセロ

ファン厚 層塗抹法による検出率 を比較し，前 者では77 ．5

％， 後者では60 ．0％とかな り 高率に 検出 されることを

報 告し たが， 今回の 調査で も 横川吸 虫卵 より さらに小

形 の異形 吸虫科卵 も 充分検出し うるこ と が 明かにされ

た．

な糺 五井町某会社の職員およびそ の家族 といっ た特

定 の集団の検査であっ たが， こ れを県 外か ら の 転入者

（582 ）

一

（1 ）

（1 ）

（2 ）　3

（9 ）　2

（1 ）1 （5）（4） （1）2

（2）



と，県内居住者とに分けてみても，その寄生率には差が

みられないことから，当地域には横川吸虫および有害異

形吸虫が広く一般にもまにえんしているものと考えられ

る．

また，その感染源はそこの住民が好んで生食するボラ

であることが考えられる．特に20 歳以上の男子では19

歳以下では数％であっだのに反して，　20％以上の寄生

率のみられたことは興味深い点である．

横川吸虫の感染源としてはい まだ明かにしえない

が，同地産のボラまたはアユにあることは疑いないと考

えられる．

有害異形吸虫の人体寄生例につい ては， 福岡，熊本

をはじめ，山口， 広島などから報告があリ， 最近伊藤

（1961，未発表）は，静岡県伊東市の漁村で387 名中80

名（20．7　％）に木種の寄生を認めている．

今回，それに併せて千葉県下で高率に本種の寄生が認

められたことはまことに興味深いものがある．しかも成

人男子に特に寄生が多くみられることも，諸家の一致し

ている点まことに興味深い．

次に岬町にみられた前腸異形吸虫 迴yが石砂sis　sum－

ルZ であるが，人体寄生例についての報告は高橋（1929）

が最初で，氏は岡山で6 ．680名中20 名（0．3％）に本種

吸虫卵をみとめている．

また最近浅田ら（1952）は中国地方で65 ．756名中17

名に本種虫卵を検出し，そのうち5 名の保卵者をカマラ

で駆虫して成虫をえたといっている．

これらの成績から比較すると，千葉県岬町では826

名中66 名（8．0％）に木種虫卵が証明 され，そのうち8

名の駆虫で，4 名から6 虫をえて，鑑別の結果前湯異形

吸虫と同定された．

このように当地域の住民から高い寄生率が示されたこ

とは甚だ興味深い．

また同地方では失張りボラを好んで生食する習慣があ

り，ボラからは本種メタセルカリアがえられ，また動物

実験でも成虫がえられた．

本種の発育については，思地，西尾（1915）によって第

二中問宿主はボラであることが知られていたが，その

後，高林（1953）をはじめ諸家によってメナダが追加され

た．

ボラには上記種類の他に，最近の調査ではStellantc－hasmus

戸加討心 のメタセルカリアも多数寄生している

ことが明かとなっているので，あるいは木種吸虫の寄生

の可能性も否定できない．
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越智（1931）によって本虫の第一中間宿主はヘナタリで

あることが明かにされ，発育の点から考えて，本種吸虫

の分布はほぼ有害異形吸虫の分布と一致していると考え

られる．

今回の調査では感染源は同じボラでありながら，五井

のそれは有害異形吸虫のみであり，岬町ではピギジオプ

シスのみが認められた．

ま　と　 め

1960 年 から1962 年 の3 ヵ年間に亘 り， 千 葉県市原市

五井町の某会社職員お よびその家族 と，夷 隅郡岬町住民

の検便をセロノヽ ン厚層塗抹 法で行い，特 に異形 吸虫科寄

生 虫の 分布を明 かに す ると共に， 駆虫 をも 実施して虫

体 の同 定を行なっ た。

1） 五井町 で は979 名中 蛔虫卵陽性者は58 名 （5．9

％），鉤虫郷73 名（7．4％）， 東洋毛 様線虫卵44 名（4．4

％），鞭 虫卵97 名（9．9％）お よび 異形吸虫科卵89 名（9．0

％）で あっ た。　岬町で は826 名中， 蛔虫卵陽性者 は84

名（10．2　％），鉤虫卵427 名（51．7％）， 東洋毛様線 虫卵136

名（16．5％），鞭虫卵58 名（7．0％）お よ び 異形吸 虫

科 卵66 名（8．0％）であっ た，

こ の2 地区の腸管内寄生虫卵陽性率 を比較した場 合，

岬町の方 が高 率であり，ともに異形吸 虫科 辟保有者 も多

かった。

2） 駆虫の 結果 五井 町では2 種の虫 体が えられ， 一

つは 横川 吸虫 丿Metagonimus 　yokogazむぷKatsurada ，1913

， 他方は 有害 異形吸虫 冫をたrophyes　hetcrop勿 留var

．　nocens　Onji　et　Nishio，　1916であるこ と が 確認さ

れ， これは単独あ るいは混合寄 生していた。

岬町で は，同様にしてえた 虫体 はす べて一種 で，同定の

結果，前腸 異形 吸虫 迴yがdiopsis　siuμma 　Onji　et　Nishio，1916

と決定された。

3） 感 染源は両地域 ともボラ がよく捕 獲生食 されてい

る ところ からボラと考えられ，特に岬 町のボラからは前

腸異形吸 虫のメタセルカリアが証明 され，動 物実験で人

から認 められたと同一 の前腸異形吸虫 がえ られた。

4） セ ロノヽ ン厚 層塗抹 法で異形吸虫科卵 は検出される

が，その鑑別は必ず しも容易 ではなく熟練 を要す る。

5） 有害異形吸虫お よび前腸 異形 吸虫は，横川吸 虫の

場合 と同服駆虫はカマラが有効であ る。

6） 今回われわれの調査に よっ て，千 葉県 におけ る有

害 異形吸 虫お よび前湯 異形吸虫の人体寄生 例ならび にそ

の分布 が初 めて明 かに さたれ。

（583 ）
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STUDIES　ON　THE　INTESTINAL　FLUKES

IL　EPIDEMIOLOGICAL　STUDIES　ON　HETEROPHYID　TREMATODES

OF　MAN　IN　CHIBA　PREFECTURE

Muneo　YOKOGAWA ，　Motohito　SANO

（f ）ゆJ 力心 が 原｀凡x忽 冠／りlogy，　Stヽ haul　of　Meぷ訪7らCh 　ibaじ，7ん・，）Takashi

ITABASHI　 ＆ 　Shin　KACHI

（（7／j＆x 葯功／ん・召ealth 　Laborat 。び ，（ 割石z，濤び）Xz）

An　epidemiological　survey　for　intestinal　flukes　of　man　was　made　in　two　areas ，　Goi－Machiand　Misaki

－Machi ，　Chiba　prefecture　with　stool　eχamination　by　means　of　cellophane　thick　smeartechnique　during　the　periods　from　1960　to　1962

．

The　results　obtained　are　as　follows　：

1）　Of　979　persons　in　Goi －Machi ，　89　0r　9．0　％　were　positive　for　the　ova　of　heterophyids，j

壺なり戸め ’肖 加terophyes 　var．　noceiis　or　Aをtagom ・。zz，タタ・た。琲ac・ぷ，　and　of　826　persons　in　Misaki－Machi

66　0r　8．0　％　were　also　positive　for　the　ova　of　heterophyid ，　most　of　whicn　were　弓 冢f－diops

八 ざzx，μz7冫za．

Four　patients　in　Goi－Machi　who　showed　the　ova　of 　H．　hete＞・ophyes 　var．　noce刀s　or　M．　yoko一

名αw ぷwere　treated　with　kamala　and　83　adults　of 召 。hetero 戸々 y（？s　var．　nocen∫and　52　adultsof　j

ぼyokoga ’wai　were 　obtained　from　the　a11　patients　treated　as　shown　in　tab］e　3．

Eight　patients　in　Misaki－Machi　who　showed　the　ova　of　the　heterophyid　which　were　different　fromthe

　ova 　of　11。 加砂 ’ophyes　var．　nocens 　or　M ．　yθZ？り乎zw ぷwere 　also　treated　with　kamala　and　6adults　of　P

．　summa 　were 　obtained　from　4　patients．

2）　Metacercariae　of　 八　ざxぴnma　were 　found　in　the　muscle　of　j知 がI　cephぶ。y　in　Misaki－Machi

．　As　the　inhabitants　of　this　area　have　a　habit　to　eat　raw　A鳬がI 　cephalus ，　further　studiesj

may　be　suggested　the　feasibility　of　the　heavy　infection　with　these　flukes．

3）　The　average　sizes　of　the 　ove　of　j裔だigonim 心ya 祕召uzvai ，　I 　let　en砂 皿yび 力ざ゛゙ 戸hyesvar

．　nocens 　and　Pygidiopsis 　sumina　are　17 ×29 μ，16 ×26 μand　13 ×23 μ Γespectively，　thoughthe　species　could

not　be　identified　reliably　by　ova．
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